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1 ．問題と目的
文化芸術体験事業とは
わが国では1990年代後半から20年あまりの間、
アウトリーチが活発化してきた（上村・小野, 
2021）1）。このアウトリーチを後押ししてきた事業
の 1つとして文化庁の文化芸術体験事業が挙げら
れる。2020年度現在、文化庁が行っている「文化
芸術による子供育成総合事業」注1）は、2つの領域
に大別される。
　 1つ目は、オーケストラが全国の小・中学校に
出向いて体育館等で演奏会を行う巡回公演であ
る。この巡回公演の特徴は、公演当日にオーケス
トラが初めて学校に訪れるのではなく、事前に団
体から 6人以下の演奏者やスタッフが学校に出向
き、児童・生徒とのコミュニケーションを図りな
がら音楽に親しみを持ってもらうようなワークシ
ョップを行う。こうしてオーケストラと児童・生
徒との間に一定の関係性を構築した上で、実際に
オーケストラが学校に訪問して公演が行われるも
のである（赤木, 2014）2）。
　 2つ目は、芸術家個人が小・中・高等学校等に
出向く芸術家の派遣事業である。個人または少人
数（最大 6人）が学校に派遣され、実技披露、講
話、ワークショップ等を行うもので、 1校につき
年間 3回まで実施することができる。実施されて
いる分野は、音楽、演劇、舞踊、大衆芸能、美術、
伝統芸能、文学、生活文化、メディア芸術など多
岐に亘る。
文化芸術体験事業における学校長の役割
芸術家の派遣事業は、文化庁が金銭的な負担を
負うものの、実際に内容を決め、芸術家と交渉し
た上で応募し、その後のすべての準備と実施をす
るのは学校である。具体的な日程、時間、参加対
象者、実施内容等の詳細についても、学校と芸術
家の間で協議をして決定していくのである。つま
り事業実施の是非は、国でも芸術家でもなく学校
側に委ねられているのである。文化庁は財源を国
から確保し、学校からの申請に基づいて書類を精

査・採択することで学校を支援するものの、あく
まで活動促進のための役割を果たすにすぎない。
このように学校の裁量に任された性質をもつ文化
芸術体験事業において、事業実施の決定権を握っ
ているのが、学校組織の長たる学校長である。す
なわち、まずは学校長が事業に価値を見出さない
限りは事業が成立しないのである。
本研究の第一著者も、2001年～2003年まで、文

化庁が派遣する在外芸術家研究員としてフランス
で音楽演奏家としての研鑽を積んだ後、帰国後ま
もなく芸術家の派遣事業に従事するようになった。
17年間で延べ1000公演以上を行い、本事業で関わ
った児童生徒は延べ10万人を超える。活動を始め
た2003年当時は、音楽科の担当教諭やPTAの保護
者らが実施を強く希望しても、学校長の許可が得
られず申請に辿り着けないことが少なくなかった。
また、何とか実施にこぎつけた場合でも、事業の
継続となるとさらに難しく、学校長の理解を得ら
れなければ単発の実施で終わってしまう。
吉本（2013）3）は、音楽アウトリーチが現代の

子どもに不足しがちなコミュニケーション能力を
養う効果があると言われるものの、学校で実施す
る場合に直面する最も大きなハードルは学校側の
理解不足だと指摘している。とりわけ学校教員が
重きを置いているのが、学習指導要領における位
置づけ（伊志嶺, 2018）4）、すなわち音楽科の授業
として成立するかという問題である。こうした学
校側の理解不足を解消する上で鍵となるのが、ま
さに学校長なのである。
このように、文化芸術体験事業の実施において

学校長は決定的な役割を担っている。しかしなが
ら、音楽アウトリーチの効果について、その対象
となる子どもや保護者、地域への効果を検討した
研究は散見される一方、学校長に着目した研究は
ほとんどみられない。（財）地域創造（2010）5）の調
査、あるいは文化芸術体験事業の報告書（三菱UFJ
リサーチ＆コンサルティング（株）, 2020）6）など、
学校単位を対象にした調査結果から間接的にうか

学校長からみた音楽アウトリーチの効果
―学校内外の連携にも着目して―

小　野　隆　洋　　上　村　有　平



― 30 ―

がい知れるのみである。それゆえ、文化芸術体験
事業においてキーパーソンとなる学校長が、文化
芸術体験事業や音楽アウトリーチの効果をどのよ
うにとらえ、学校経営に取り入れているのかを検
討することは極めて意義があるといえよう。
学校長に特徴的な視点
第一著者が音楽アウトリーチに従事する中で、
学校側の事業担当者、音楽主任、クラス担任、学
校長等、様々な立場の教員と本事業の教育効果や
意義について議論を重ねてきた。その中で、各々
の立場によって、この事業に対する視点は異なる
ことが示唆された。
そこで小野（2020）7）では、音楽アウトリーチ
の意義について、クラス担任や音楽主任を務める
教員を対象に面接調査を行った。その結果、クラ
ス担任は子どもの個々の様子やその後の音楽に対
する態度の変容に、音楽主任は子どもたちの演奏
技術や表現力の向上といった音楽的な側面の発展
に目を向けていた。
これに対し、音楽アウトリーチ実施校の校長ら
と議論する中で、学校長たちが重きを置いている
のはクラスや学年、学校全体の雰囲気の変容など、
集団における相互作用や学校経営の視点にあるこ
とが示唆された。学校長は学校という 1つの社会

の長であり、経営者でもある。子どもたち個々の
音楽レベル向上にくわえて、集団のまとまりや学
校全体をよくしたいという学校経営の視点からこ
の事業を活用することを試みていると考えられる。
音楽アウトリーチの効果に関わる要素を、ブロ

ンフェンブレンナーの生態学的システム
（Bronfenbrenner, 1979）8）などを参考に整理する
と、次の 4つの要素に大別される（図 1）。
　a．子どもの個人内プロセス
　b．クラス内の相互作用
　c．学校内（他クラス、教職員）の相互作用
　d．家庭・地域との相互作用
この 4要素の中で、クラス担任は主に自分のク

ラスの子どもたちへの視点、すなわち「a．子ども
個人」「b．クラス集団」への着目が中心となる傾
向がある。一方、学校長は「学校」単位の巨視的
な視点、すなわち「c．学校内（他クラス、教職
員）の相互作用」「d．家庭・地域との相互作用」
も視野に入れていることがうかがえるのである。
本研究の目的
本研究では、音楽アウトリーチ実施校の小学校

長 1名に半構造化面接を行い、音楽アウトリーチ
が子どもやクラス集団、学校全体に及ぼす効果や
教育的意義について、学校長の視点から検討する

図 1　音楽アウトリーチの効果に関わる要素
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ことを目的とする。ただし、単一事例を取り上げ
ての検討となるため、一般化可能性には限界があ
る。しかしながら、音楽アウトリーチが一定以上
の成果をあげている学校の事例を取りあげること
で、その成功要因および効果を促進するメカニズ
ムについて詳細に検討することが可能になる。こ
れにより、音楽アウトリーチ実践がより効果的に
機能する実践デザインの検討にもつながると考え
られる。

2 ．方法
調査協力者　山口県内の公立小学校長 1名。調
査協力者（以下、A校長）は、前任校でも継続的
に芸術家の派遣事業を実施していた。異動後の学
校（以下、A小学校）においても着任した年に申
請を行い、 2年間にわたって継続して事業を実施
している。
A小学校は全校児童が30人以下の小規模の小学
校である。毎年11月には市の教育委員会が主催す
る音楽祭に全校で参加し、全校児童（第 1学年～
第 6学年）による合唱と合奏を披露している。
調査時期　2018年11月
調査内容　半構造化面接を行った。内容はおお
よそ次の通りである。
①音楽アウトリーチの効果
　・ 事業の実施前：子どもの普段の様子、音楽
への関心・意欲・態度、授業の様子など

　・ 事業の実施時：学校長が観察して印象に残
ったこと

　・事業の実施後：子どもの変化や事業の効果
②音楽アウトリーチ全般に対する学校長の意識
また、事前に面接内容をA校長に連絡したとこ
ろ、面接当日にテキスト媒体でも回答が得られた
ため、適宜参照して分析していく。
音楽アウトリーチにおけるワークショップ型授
業の代表的な実施概要は、表 1に示す。文化芸術
体験事業における各学校での実施回数、実施時間
の制限から、多くの子どもたちはa～eのプロ音楽
家の演奏を鑑賞する音楽鑑賞会や講話、楽器体験
学習がメインとなる（上村・小野, 2021）1）。本研
究のA小学校では、この鑑賞活動を土台に、音楽
祭に向けて、f・gのように合唱や合奏などの音楽
表現活動に対して音楽実技指導を行った。
倫理的配慮　調査目的についての説明を事前に
行い、学校長の同意を得た上で実施した。

3 ．結果と考察
調査内容①が音楽アウトリーチの効果に関わり、

調査内容②が音楽アウトリーチのあり方に関係す
る。そこで①について音楽アウトリーチの効果に
関わる要素（図 1）の 4つに分類した後、要素ご
とにKJ法（川喜田, 1967）9）をもとにカテゴリ分
類した（表 2）。

表 1　ワークショップ型授業の実施概要
a 各学年に応じたプログラム：トロンボーン、声
楽、ピアノ、フルート、打楽器、マリンバ、鍵盤
ハーモニカ、リコーダーによる演奏の鑑賞

b 鑑賞曲目が作曲された経緯やその作曲者にまつわ
るエピソードの解説

c 金管楽器、木管楽器、打楽器の音の出る仕組みや
演奏方法に関する解説

d 児童による金管楽器、木管楽器、打楽器の演奏体
験学習

e 音楽家に対する児童からの質問への応答
f 発声指導、及び教科書教材を題材とした楽曲の歌
唱指導

g ワークショップにおける音楽祭等に向けた児童に
よる器楽合奏の実技指導

表 2　音楽アウトリーチの効果
【a.子どもの個人内プロセス】

子どもの個人レベルの変化
知識及び技能
思考力・判断力・表現力等
学びに向かう力、人間性等

【b.クラス内の相互作用】
子ども同士の相互作用の促進
学級風土の変化
クラス担任の変化

【c.学校内（他クラス、教職員）の相互作用】
他クラス・他学年との交流促進
クラス外の教職員との交流促進
学校風土の変化

【d.家庭・地域との相互作用】
子どもと保護者のコミュニケーション促進
学校と家庭との連携強化
地域の文化レベルの向上



― 32 ―

「a.子どもの個人内プロセス」からは「子どもの
個人レベルの変化」として様々な要素が抽出され
た。学習指導要領に則った音楽科の授業として成
立することも確認するため、伊志嶺（2018）4）に
ならい文部科学省の新学習指導要領にある 3つの
資質・能力「知識及び技能」「思考力・判断力・表
現力等」「学びに向かう力、人間性等」に沿って下
位カテゴリに分類した。また、「b.クラス内の相互
作用」からは「子ども同士の相互作用の促進」「学
級風土の変化」「クラス担任の変化」、「c.学校内
（他クラス、教職員）の相互作用」からは「他クラ
ス・他学年との交流促進」「クラス外の教職員との
交流促進」「学校風土の変化」、「d.家庭・地域との
相互作用」からは「子どもと保護者のコミュニケ
ーション促進」「学校と家庭との連携強化」「地域
の文化レベルの向上」がそれぞれ分類された。
なお、面接データのテキスト表示については、
インタビュアーの発言を「I」、調査協力者の発言
を「A」、面接当日に寄せられたテキスト媒体での
回答を「a」で示す。固有名詞については任意のア
ルファベットに置き換えた。括弧書きおよび下線
は筆者らによるものである。

（ 1）　子どもの個人内プロセス
「子どもの個人レベルの変化」については、文部
科学省の新学習指導要領の 3つの資質・能力「知
識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学び
に向かう力、人間性等」に沿って下位カテゴリに
分類した。
　 3つの資質・能力について、音楽科教育におい
ては教科の目標として以下のように定義されてい
る。

文部科学省（2018）10）：小学校学習指導要領

　表現及び鑑賞の活動を通して，音楽的な見
方・考え方を働かせ，生活や社会の中の音や
音楽と豊かに関わる資質・能力を次のとおり
育成することを目指す。
（ 1）  曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに，表したい音楽表現を
するために必要な技能を身に付けるようにす
る。【知識及び技能】
（ 2）  音楽表現を工夫することや，音楽を味
わって聴くことができるようにする。【思考

力・判断力・表現力等】
（ 3）  音楽活動の楽しさを体験することを通
して，音楽を愛好する心情と音楽に対する感
性を育むとともに，音楽に親しむ態度を養い，
豊かな情操を培う。【学びに向かう力、人間性
等】

注：【　】部分は筆者らによる。

これら 3つの相互関係について、たとえば久保
田（2019）11）は、音楽の授業で「主体的・対話的
で深い学び」を実現するには、その記載順ではな
く、逆の順番で実践することを提案している。す
なわち、音楽の世界への入り口は、子ども個人の
「私」としての心が動き、関心・意欲・態度といっ
た「学びに向かう力、人間性等」が喚起されるこ
とが何よりも重要となる。こうした音楽への学び
に向かう力があるからこそ、より深く感じたり判
断したりする「思考力・判断力・表現力等」の育
成につながり、それが生きてはたらく「知識及び
技能」にもつながっていくというのである。そこ
で本研究でも、「学びに向かう力、人間性等」「思
考力・判断力・表現力等」「知識及び技能」の順に
検討をすすめていく。

1 ）学びに向かう力、人間性等に関わる変化
A小学校では、月ごとに「今月の歌」を設定し

て朝の会で歌うなど、授業以外にも日常的に音楽
に触れる機会が設けられている。しかし音楽アウ
トリーチを実施するまでは、器楽演奏は好むもの
の、歌唱活動を好まない子どもが比較的多かった
ようである。

a　 今年度は、どの学級でも、音楽の時間だけ
でなく、朝の会での今月の歌も楽しく行っ
ている。昨年度まで、合奏は好きだが、歌
うことが好きでない児童が比較的多かっ
た。

その後、音楽アウトリーチによって子どもの歌
唱活動に対する取り組みが変容したことが、次の
ように具体的な行動として現れるようになったと
いう。
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A　  子どもが一番変わったのが、児童クラブ
（筆者注：学校敷地内の学童）に行って、
歌ってるんですよ。「君をのせて」（筆者
注：曲名）を何回も何回も。

I　そうなんですか。それは自分たちから。
A　 先生たちが何を言ったわけでもなくて、
聞いたら児童クラブに「ただいま」って
帰ったら歌ってるんですよ。今までのA
小にはありえない。 2年前にO先生に来
てもらって、「歌わない、音楽が嫌い」っ
ていう子どもたちだったのが、歌ってる
んですよ。児童クラブの先生がびっくり
してます。

A　 何か楽しめ出したかなっていう。
I　ああ～、はい。
A　 今、実は昼休みも音楽祭の途中ぐらいか
ら、昼休み歌ったりリコーダー吹いたり
オルガン弾く子がいるんですよ。

I　あ、そうなんですか。自らですか。
A　 自ら。じゃけ、外に出ないという欠点は
あるんですけど、遊びに。（中略）そうい
う風に何かこう、日常生活の中に音楽が
でてきたのかなっていうのでありますよ
ね。

以前は音楽を好まなかった子どもが、昼休みや
放課後の児童クラブなど、授業外において自主的
な学習を行っている様子がうかがえる。このよう
に授業外での主体的な活動を通して、日常的に学
ぶ姿勢が習慣づけられることは、音楽への興味の
質が、状況的興味から個人的興味に深化している
と評価できる（Renninger & Hidi, 2016;上村・小
野, 2021）12）1）。すなわち、音楽の授業だから歌う
といった状況によって規定されていた興味（状況
的興味）が、授業という状況がなくても自発的に
音楽を鑑賞したり練習に取り組んだりする興味（個
人的興味）に深化したといえる。
また、興味の質が変化することは、学びに向かう
力としても非常に意義がある。田中・市川（2017）13）

によると、浅い状況的興味の場合、興味はポジテ

ィブ感情にのみもとづいて生起しているため、困
難に直面してポジティブ感情が生起しなくなった
場合、興味が消失して積極的姿勢が持続しない。
一方で、深い個人的興味を抱いている場合には、
たとえ困難に直面してネガティブ感情が生起した
としても、課題に取り組むこと自体に価値を感じ
ているため、積極的な取り組みが持続するという。
このように興味が深化することは、音楽に対する
取り組みの持続性、および音楽への価値の認知（音
楽を重要視すること）をともなうため、学びに向
かう力として重要な意味をもつ。
このように学びに向かう力が変容した要因の 1

つとして、A校長は「本物に触れる」ことの重要
性を次のように指摘している。

A　 子どもに体験させるクラスって大きいね。
実際楽器を叩くとか、吹くとか。あのト
ロンボーンができて音が出た時の喜びっ
ちゅうか、笑顔がね、忘れられない。

I　 見てる人も、皆なんか「あれー」みたい
なあれがありますよね。

A　 本物の楽器に触るっていいですよね、や
っぱりね。

A　 あの鑑賞会で良いのは、本物を目の前で、
贅沢に見せてもらえる。で何か45分より
もっと時間が有れば、弾きたい演奏した
い、トロンボーンがやっぱり吹きたいん
だそうです。

「本物に触れる」ことの意義については、音楽ア
ウトリーチに関するこれまでの研究でもくり返し
指摘されており（e.g.,林 , 2002;伊志嶺, 2018;（財）
地域創造, 2010）14）4）5）、A校長も、様々な楽器の
実物が子どもたちの目の前にあり、実際に触れた
り体験したりできるところに意義を見出している。
また、子どもの変化の中でも特筆すべきは、歌

唱練習に意欲的でなかった子どもにまで好意的な
変容が見られたことである。

A　 子どもたちの力がついたのが何でわかっ
たっていうと、やっぱりこの練習を嫌が
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らんようになったっちゅうのが、去年や
って分かったように、練習時に歌いだす
とこんな態度でシラケたやつがおったで
しょ。そんな子が居なくなったっていう
のが大きいですね。去年あのシラケた中
で、今の 6年も 5年の時に本当に無表情
だったでしょ。

I　 ああ、表情が。
A　 今年豊かやったですよね。それは本当大
きいですね。 2年の積み重ねです。

無表情であった子どもの表情が豊かになったと
いうことは、様々な教育的意味を持つ。音楽的な
側面からみると、表情の豊かさは学びに向かう力
の現れであるだけでなく、表現力と技能の向上に
もつながっていく。さらに、技術面からみると、
仮に表情が硬ければ、豊かな表情で歌唱するとき
に比べて音の響きが減少する可能性が考えられる。
それゆえ、子どもに豊かな表情がみられるように
なったことは、「学びに向かう力」「表現力」「技
能」と 3つの資質・能力すべてに関わるものとし
て評価できるのである。また、コミュニケーショ
ン力の観点からも、表情が豊かになることで自己
表現が円滑に行え、他者との関係性を良好に保つ
ことで人間性の涵養にも貢献できると考えられる。

2 ）思考力・判断力・表現力等に関わる変化
音楽科教育における 2大領域の「鑑賞」と「表
現」を比較すると、鑑賞活動において他者の表現
を観たり聴いたりすることは、一般に受動的で非
創造的なものとしてとらえられやすい。しかし、
鑑賞 （appreciation）は普段の生活でBGMとして
音楽を聞き流す行為とは異なり、 3つの資質・能
力の 1つ「思考力・判断力・表現力等」に深く関
わる能動的な活動であると考えられる。なぜなら、
A校長の次の言葉にも出てくる「予想をしながら
聴く」という行為は、鑑賞を行う前から頭の中に
既にストーリー性が存在し、それに基づいて楽曲
を評価（appreciation）しているからである。

A　 今までは、 1回目はただこうお客様だっ
たのが、 2年目になると予想して聴く。
何が始まるかっていうのを聴く。そうい
うのがやっぱり、楽しみ方のレベルが上

がったんじゃないかと思うんですよ。
I　 だから聴き方も含めて。
A　 そう。そういう予測して聴くってことで、
鑑賞を楽しめるレベルが上がったのかな
っていうのはありますよね。

A校長も「楽しみ方のレベルが上がった」と評
しているように、鑑賞能力が養われ、音楽を評価
しながらより高い次元で鑑賞できるようになった
ことが示唆されている。鑑賞と評価が、英語では
同語の「appreciation」であるように、鑑賞はまさ
に思考力・判断力といった評価をともなう能動的
な活動であることが指摘できよう。
さらに、この鑑賞活動は表現活動にも影響を与

えていく。A校長も、最も向上した能力として、
伝えようとする気持ちや上達しようとする意欲に
よる技能の高まりを挙げている。

A　 この文化芸術活動で何が最も向上したか
とか、子どもが成長したかって言われる
とですね、一番は、音楽をとにかく伝え
ようっていう気持ち、それとか、上手く
なりたいっていう技能面の高まり・・何
かこう、すごくこう自分なりにできたっ
ていうのが大きいですね。できた、自信
になったっていうかすごい・・。

「伝えたい」「上手くなりたい」という気持ちが、
子どもの表現力向上に寄与することを示唆する言
及である。また、できたと認識することによって
自信（有能感）が高まっている可能性についても
指摘している。すなわち技能が高まることで、他
者に伝える力（発信力）にくわえ、自信も養われ
ているというのである。
また、A校長は表現力に関わる声や身体の変化

についても指摘している。

A　 小さい声じゃなくて大きな声で歌ってる
んですよ、児童クラブで。

A　 歌ってる時も演奏してる時も、身体で表
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現できるのが出てきましたよ。こうなん
かね自然と。

大きな声や身体全体での表現は、内面から湧き
出るエネルギーの発露であり、思いを他者に伝え
る力が形成されてきたことの現れでもある。また、
大きな声や身体全体で表現できるというのは、音
楽に対する自信だけでなく、大きな声で歌っても
クラスメートから奇異な目で見られることがない
という関係性が前提にあるからこそ可能になる。
すなわち、良好なクラス集団、そしてそのクラス
集団において、合唱・合奏への価値づけやモラー
ル（士気）が形成されているからこそ成立する表
現力なのである。
一方で、ひたすら全力で声や音を出せばよいの
ではなく、思考力や判断力を駆使して他者と調整
していく中で培わる表現力についても言及してい
る。

A　 やっぱ音楽を通して発信するとか、自分
の思いとか曲を伝えるっていう力。おそ
らくそういうのが大事やなと思う。

I　 毎回発信して。
A　 いろんな所で発信する。合奏でも自分の
パートのとこでも、ここだっていうとこ
多分ティンパニーとか叩くじゃないです
か、ああいうとことかね。俺のメインの
パートはここだーっていう。そういうの
が発信力に繋がるなあと思って。

I　 そうですよね。全部が全部全力じゃなく
ても。

A　 じゃない。
I　 それぞれやっぱあるから。
A　 小学校で自分がこう今、子どもにいうの
も、いつも何でもかんでもしゃべって伝
えるんじゃなくて、自分の一番伝えたい
ものは何かっていうことを子どもに言う。
日常生活とか勉強でもいいよって、そう
いうことを伝えないと意味がない。

I　 一番伝えたいことは何か。
A　 それが人に訴える力になってるんですよ。
じゃけー、そこを音楽でつけれると思っ
ちょるんですよ。

ここでA校長の言葉にある発信力とは、自分の
意見や考えを他者に伝えるための能力であり、自
らが一方的に表現するだけでなく、他者のことを
考えながら伝えることが重要になる。すなわち発
信力には、他者を尊重しつつ自分の思いを吟味し
て表現する思考力・判断力も求められる。このよ
うに発信力は、「思考力・判断力・表現力等」すべ
てをバランスよく発揮する力としても捉えられ、
音楽アウトリーチがその能力促進に寄与すること
を期待していることが確認できる。
この発信力はまた、集団内で自己と他者を調整

していく力でもあり、子どもの集団づくりにつな
がっていく視点を内包している。この点について
は「（ 2）クラス内の相互作用」の項で詳述する。

3 ）知識及び技能に関わる変化
「知識及び技能」に関わる変化については、音楽
科教育における「鑑賞」と「表現」の領域にわけ
て検討していく。まず鑑賞活動における変化つい
て、A校長は次のように語っている。

A　 何が違うかというと、音楽の授業で先生
たちが演奏してもらったり合奏してもら
ったりした曲が流れると、「あーあーあ
ー」とか言いながら「これだ！」とか言
うんですって。

I　 覚えてて。
A　 全部覚えてる。なので、すごいその曲を
楽しむっていうか。これはね、今の授業
でも担任喜んでいます。

A　 高学年はやっぱあの、O先生に時代背景
を説明してもらうじゃないですか。作曲
家はこういう時代で、ということで何か
イメージしやすいって言ってました、子
どもが。

I　 曲の解釈。
A　 解釈は低学年は言わないし、その辺は分
からないんですけど。高学年は考えて聴
けるって言ってました、子どもが。

音楽家による解説付きの演奏を鑑賞したことで、
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作品への知識・理解が一層深まり、その後の授業
で同一の作品を再び鑑賞する際には、既知の音楽
としての認識がある。それゆえ、初めて聴く曲と
は違い、その時点でエントリーポイント（芸術と
自分との深い関わりのこと）が存在しているため、
より能動的に鑑賞することが可能になる。また、
曲や作曲家の時代背景の知識によって、「イメー
ジ」を喚起し、思考力や判断力を伴う深い鑑賞活
動の一助になることも指摘されている。また、学
年によって鑑賞の観点・方法に違いがあることも
示唆されている。この音楽アウトリーチの対象学
年に応じたプログラム編成（表 1）が効果的に機
能していることがうかがえる。
さらにA校長は、子どもの表現活動につながる
鑑賞活動の効果にも言及している。

A　 目の前で見て 5人、 6人の先生方が演奏
する時に、指揮者がいないんだけど、み
んなが目と身体でタイミングとってるで
しょ。あれが伝わってるんです、子ども
に。そうやっていろんな人と心を合わせ
るよっていうのが、学んでるんですよ、
子どもが。確かに見てるなって思って。

生演奏を鑑賞する中で、複数人が指揮者なしで
タイミングを合わせていること、すなわち演奏技
能だけでなく、音楽を媒介として人と人が心を通
わせているところに子どもたちが着目している様
子が指摘されている。
次に表現活動における知識及び技能に関わる変
化について、A校長は次のように語っている。

A　 O先生たちの合唱の指導を受けて、言葉
を大事にとか、どう伝えるのかというあ
たりを教えてもらってるじゃないですか。
それによって、なんかね自分たちがうま
くなっているっていうことを自覚しちょ
るんですよ。うまくなってると思ってい
るんですよ、自分たちが。

A　 専門的な立場から指導してもらうって大
きいですよね。今回も合奏でもそれぞれ

のパートでついてもらって、ただ同じ音
を出すんじゃなくて、ピアニカでもタン
ギングがあるんかとかね。あのあたりも
全然違いますよね。歌うのでも、やっぱ
言葉に意識するようになってるんですよ
ね、お陰で。言葉を大事にせいと言われ
ているんで。どう伝えるかというあたり
がね。

楽器奏法や歌唱方法など、技能に関わる知識が
高まることで、結果的に技能が高まり、表現力が
向上するという「知識」と「技能」の相乗効果が
見られる。すなわち、知識・技能が表現力の向上
に寄与していることがうかがえる。
McPherson, Nielsen, & Renwick（2013）15）によ
ると、音楽の初心者の多くは、自身の演奏のどこ
がうまくいっていないか自覚できていない可能性
があるという。自身の成し遂げようとしている演
奏と「現在」の演奏とを比較するためには、どこ
が間違っているかをモニターして特定する必要が
あるものの、そのような能力が十分発達していな
い（Barry & Hallam, 2002）16）。その結果、上級者
のように演奏を改善するための特別なやり方（方
略）を使わず、機械的に「とおして演奏する」傾
向があり（McPherson & Renwick, 2011）17）、初心
者特有の効率の悪い学習とされている。それゆえ
音楽家が子どもの演奏を実際に模倣し、良い見本
と合わせて言語も用いて説明を加えることで、子
どもは現在の自己を客観的に観察し、改善に向け
ての「知識及び技能」をセットにした方略を学ぶ
ことが効果的なのである。

（ 2）　クラス内の相互作用
クラス内の相互作用、すなわちクラス集団のグ

ループダイナミクス（集団力学）に関わる要素と
しては、表 2のように「子ども同士の相互作用の
促進」「学級風土の変化」「クラス担任の変化」の
3つの下位カテゴリに分類されたため、それぞれ
について検討する。

1 ）子ども同士の相互作用の促進
音楽アウトリーチにおけるワークショップ型授

業のように、仲間と協同して学ぶことには大きく
2つの効果があるとされている。 1つは学習の成
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果を促進する効果、もう 1つは対人関係や社会性
の育成に与える効果である（瀬尾, 2016）18）。A校
長の話からも、子ども同士の相互作用を通して生
じた音楽の学習成果が、対人関係や社会性の向上
と密接に関係していることをうかがわせる。

A　 今までは自分のとこ演奏して終わり、自
分の歌うたって終わりだったのが、お互
いの声を聞いたりとか、お互いの音を聞
くようになった、聞こうとする。やっぱ
それ、O先生から聞くって言われたんで
すよね、別のパートを。それは大きいで
すよね。

I　 よく聞いてじゃなくて、実際に聞くって
ことですよね。

A　 確かに聞いてるねって思って。特にドラ
ムの子なんかでも、聞きながら強弱つけ
てますよね。四拍とか。

I　 ちゃんと周りを
A　 見てるな聞いてるなって思って。
I　 演奏しながら。でも聞く力は大事ですよ
ね。

A　 大事ですね。これ他の勉強にも生きてき
ますよね。何にでも聞くっちゅうことは
大事。

合奏は複数人で 1つの楽曲に取り組むため、A
校長が指摘するように「お互いの音を聞く」こと
が求められる。特に音楽の特性上、同じテンポ感
（ビート感覚）を共有することが極めて重要で、そ
のために他者の奏でる音に傾聴することが必要不
可欠である。他者を「見る」「聞く」ことは、他者
を尊重し、協力し合う行為でもある。すなわち、
合奏という音楽表現活動によって、子どもの協調
性やコミュニケーション能力の向上にもつながっ
ていくと考えられる。
このことを裏づける議論を寺澤ら（2013）19）が

展開している。アンサンブル（合唱や合奏など 2
人以上で演奏すること）演奏では、複数人が音楽
を聴取しながら、協調的な運動動作によって演奏
を行い、それに伴う音楽の変容に適応した演奏を
さらに生み出す、という循環的な構造がみられる。
そこでは、言葉や指揮者による指示なしに、周囲
の様子を敏感に感じ取り、それに適応した形で自

発的に音楽生成に参加・貢献していく高度で社会
的なプロセスが存在するというのである。
このように高度な社会的プロセスを合奏や合唱

の活動をとおして経験するからこそ、子どもの社
会性の育成につながっていくものと考えられる。
これがまさにA校長が指摘する「他の勉強にも生
きてくる」ことといえよう。

2 ）学級風土の変化
さらにA校長は、子どもの集団づくり、人間関

係づくりといった学級経営の視点からも音楽アウ
トリーチを評価している。

I　 全体をこう見て、その中で自分がどうい
う役割で、全体の中での立ち位置ってい
うか。その中できちんと発信していくっ
ていうのが大事なのかな。

A　 それがですね学級の中でも、人間関係で
もそうですよね。そういうことなんです
よ。学級づくりしていく中でもやっぱり
音楽と一緒で、人が何考えているのか。
何を言ってるのか、何を伝えているのか
っていうのを、感じて聞かなきゃ駄目な
んですよね。そういう意味で、学級づく
りにも使えるっていうのがあるんですよ
ね。よく担任の朝の会の言葉にも出てま
すよね。ちゃんと。やっぱほんと人間関
係づくりというか、集団づくりというか、
それに音楽って大事だなあっていうのは
思いますね。

音楽表現活動を通して培われる能力は、演奏に
必要な音楽的な能力のみでないことがくり返し強
調されている。とりわけ、クラス集団の中で自分
がどういう役割・立ち位置かを確認して発信して
いくことは、音楽にとどまらず、クラス内の良好
な人間関係を構築していくためにも重要になる。
そしてこれがまさに、学級づくり、集団づくりに
もつながっていくというのである。
これに関連して、先ほどの寺澤ら（2013）19）は、

身体の生理的状態が変化することで、情動が喚起
されるというジェームズ＝ランゲ説（筆者注：「悲
しいから泣く」というように情動が身体的反応を
誘発するのではなく、「泣くから悲しい」のよう
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に、身体的変容によって情動が喚起されると考え
る説）を引き合いにしながら、次のように指摘し
ている（下線は筆者らによる）。

音楽によって感じられる情動は、自然な身体
動作によって強められると考えられる。しかも、
音楽は時間芸術であるため、情動の強まりや弱
まりといった「音楽情動の概形」は音楽のタイ
ミングに同期して共有される。つまり、音楽を
介して仲間とともに身体動作を共有することは、
情動の同期と共有をもたらすのである。たとえ
ば「仲間と一緒に盛り上がる喜び」といった現
象も、このようなメカニズムで説明できるであ
ろう。

ここでの議論は、一般的によくなされる「クラ
スの心が 1つになるからこそ良い表現が成立する」
というものではない。合唱や合奏による身体動作
の共有を契機として、結果的にクラスの気持ちが
1つになるといった情動面の変化が生まれるとい
うことなのである。つまり、合唱や合奏という活
動そのものに、子ども同士の気持ちをつなぐ機能
が多分に存在すると考えられるのである。さらに
日々の練習において、クラスの気持ちが 1つにな
ることをくり返す中で、学級風土（雰囲気）も変
化していくのである。
この学級風土（本事例では学校風土も含む）の
変化に大きく寄与したこととして、A校長は音楽
祭という「ゴール」の存在が、子どもたちのまと
まり（集団凝集性）を高めたと評している。

A　 ゴールがあって、それに向けてO先生か
ら曲も選曲してもらって、それからスタ
ートしていくので。やっぱり 2ヶ月かけ
て作り上げていく。

I　 あの曲良かった。
A　 本当あの曲良かったです。「BOM-BA-YE」
I　 「BON-BA-YE」シンクロの曲。
A　 すっごい良かったです。
I　 いや何か、すごいこう 1回目の時、ちょ
っとですごい変わったし、何かこう 6学
年がみんなで 1つでこう。

A　 そうなんですよ。

実際、音楽会などの共通の目標（ゴール）があ
ることは、クラスや学校の集団機能を向上させる
上で極めて重要な意味をもつ。杉江（2013）20）に
よると、Bass（1962）21）は集団を「人間関係志向
的集団」と「課題解決志向的集団」の 2種類に区
別している。前者は仲良し関係で結ばれた集団で
あり、後者は課題のよりよい達成をめざして結ば
れた集団である。人間関係志向的集団の成員は人
間関係を維持するための気遣いに重点を置いてお
り、仲良くすること、その場の空気・雰囲気を乱
さないことが主目的となり、目標達成に向けての
高め合いや鍛え合いが難しくなる。これに対し、
音楽会などの共通目標があることは、集団として
課題のよりよい達成をめざす課題解決志向的集団
を形成しやすくなるのである。つまり、「金賞をと
る」「よりよい発表にする」などの共通目標がある
からこそ、子どもたちは 1つになりやすいのであ
る。
また、課題解決志向的集団のポイントは、メンバ

ー間の良好な関係が前提にないと形成されない点
にある。それゆえ、課題解決志向的集団をめざすこ
とで、結果的にはクラス内の良好な関係も構築さ
れていくのである（赤坂, 2013;上村, 2018）22）23）。
そして寺澤ら（2013）19）が指摘するように、音楽
によって動作を仲間と共有し、良好な情動状態を
保ちながらともにゴールを達成することで、さら
なる一体感や結束感が生まれていく。
A校長は、これらのプロセスをより促進させる

ため、音楽アウトリーチを音楽祭の前に意図的に
設定しているという。

I　 やはりその音楽祭があるからこそやっぱ
り、タイミングが。

A　 目的があるから、文化芸術活動を音楽祭
の前に持ってくるという価値はすっごく
高いと思いますよ。

つまりA校長は、音楽祭を成功させるという目
的達成のために音楽アウトリーチを実施するタイ
ミングを計り、その効果を存分に発揮させている
といえる。

3 ）クラス担任の変化
音楽アウトリーチの対象はあくまで子どもであ
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るものの、クラス担任にも大きな効果を及ぼして
いく。特に、小学校教員は専門的な音楽指導にお
いて、他の学校種と異なる特有の困難さを抱えて
いる。なぜなら、小学校教員は全教科の指導にあ
たるため、中学校・高校の音楽科の教員と違い、
音楽科の教員免許を有しているわけではないから
である。この問題について椎葉・菅（2019）24）は
次のように指摘している。

大学での教員養成以外に専門的な音楽教育を
受けたことがない教師にとって、歌唱を指導す
ることは特に難しい。なぜなら、発声する際に
使用する横隔膜や声帯など、直接は観察するこ
とのできない器官のコントロールを求められる
スキルだからである。そのような状況であって
も、学習発表会や音楽大会など児童が大勢の前
で発表する場面は数多くあり、音楽専科ではな
い教員が、それらの指導をゆだねられることは
精神的に大きな負担となることが少なくない。

そこで、音楽アウトリーチがクラス担任に及ぼ
す効果について、鑑賞と表現それぞれの領域につ
いて検討していく。
まず鑑賞活動においては、A校長が指摘するよ
うに、授業ではどうしてもCDによる鑑賞となっ
てしまう。しかし、プロの生演奏を鑑賞すること
で、子どもにとって深い感動や学びの機会になる
という。

a　 以前は、鑑賞の時間には、CDによる鑑賞
であったが、本物の楽器でプロの音楽家に
よる演奏で、子どもたちは心も表情もきら
きら輝かせて、楽しんでいる。

さらに生演奏は、クラス担任がその後に行う授
業にも大きな効果を及ぼしていくというのである。

A　 何が違うかというと、音楽の授業で先生
たちが演奏してもらったり合奏してもら
ったりした曲が流れると、「あーあーあ
ー」とか言いながら「これだ！」とか言
うんですって。

I　 覚えてて。
A　 全部覚えてる。なので、すごいその曲を

楽しむっていうか。これはね、今の授業
でも担任喜んでいます。

つまり、その後の授業において、音楽アウトリ
ーチが他に代えがたい「導入」となり、クラス担
任にとっては、鑑賞活動を展開しやすくなるので
ある。
さらにA校長は、クラス担任の変化についても

語っている。

A　 もっと上手になりたいって追及能力って
いうか、子どもなりにね、それはあるん
じゃないかあと思います。まあその陰に
は、担任ももっと上手くなりたいってい
うのがあるので。でもO先生に指導しな
かったらそこまでいかないので。やっぱ
専門的なところがわからないので、小学
校の教員は特に。

a　 専門的な立場からの指導、声の出し方、言
葉を大切にすること、音楽の伝え方などを
指導していただける。

ここでA校長も、小学校教員に特有の問題とし
て専門的な音楽指導の困難さを挙げ、それゆえに
音楽家の指導がクラス担任の音楽指導力の向上に
もつながるというのである。

a　 次の指導までに、先生方から学んだことを
児童はもちろん、教職員がきちんと指導す
るようになっている。

A　 何より変わったのが、教員が変わったん
ですよ。

I　 あ、教員が。先生方。
A　 あの今年特に教員があの、O先生の指導
の時ずっとメモしとったでしょ。メモし
たことを、次のO先生来られるまでに絶
対に維持しようっていうことはね、意識
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しちょったんですよ。
I　 すごいですね、でもその先生方のその・・。
A　 教員のレベルアップがすごくなってるっ
ていう。

I　 ああ、そういっていただけると・・。
A　 それはね、大きいですよ。
I　 先日他の先生も、やっぱりその当然その
子どもの指導もありながら、どう音楽を
どう指導するかですよね、指導のやり方
みたいなものが、先生方にとってすごく
こうあったって感じがすると。

A　 ですよね。だから教員の音楽指導レベル
を上げるっていうのが非常に重要ですね。

小学校教員が専門的な音楽指導の困難さを抱え
る背景として、椎葉・菅（2019）24）が指摘するよ
うに、音楽指導の研究成果が、専門的な音楽教育
を受けていない教員にとっては、実際の指導で使
えるものとは限らないことが挙げられる。なぜな
ら、自分のからだで理解するプロセスを割愛して、
音楽指導の研究成果を「頭」でしゃべることは、
いわば「受け売り」であり（諏訪, 2012）25）、個々
の子どもの状況によってさまざまな現れ方をする
課題に対して教師が対応できず、児童の納得感を
喚起することができないからである（椎葉・菅, 
2019）24）。
このような状況において、音楽アウトリーチの
講師が専門家の音楽指導の「こつ」（諏訪, 2016）26）

を示すことで、クラス担任の指導レベルの向上に
も貢献していることがうかがえる。先の「（ 1）子
どもの個人内プロセス」の「知識及び技能に関わ
る変化」の項でみたように、音楽家が子どもの演
奏を実際に模倣し、良い見本と合わせて言語でも
説明を加える指導は、まさにクラス担任に指導モ
デルを示すことにもなっているのである。
さらに、クラス担任も学ぶ側として子どもたち
と目的を共有し、クラス集団のモラール（士気）
を高め合っていることも指摘できる。子どもの意
欲とクラス担任の思いが相乗効果となってクラス
集団に良好な影響をもたらしていることがうかが
える。
以上から、音楽アウトリーチの効果を高めるも
のとして、小学校のクラス担任が音楽指導の困難
さを乗り越える重要性を指摘できる。ただし注意

したいのは、これはクラス担任個人の責任に帰す
るべき問題ではないという点である。クラス担任
は、子どもたちの「うまくなりたい」思いを叶え
たいと切実と考えている。しかしながら、強い思
い（動機づけ）があるにもかかわらず、専門的な音
楽指導の困難さという性質も重なり、指導法が十
分にわからず、音楽指導に対して自信を持ちにく
い傾向がある。それゆえ、音楽アウトリーチによ
って、専門家の音楽指導の「こつ」（諏訪, 2016）26）

を学ぶことで、音楽指導の指導力と自信を形成す
る機会が重要な意味をもつのである。

（ 3）　学校内（他クラス、教職員）の相互作用
1）他クラス・他学年との交流促進
A小学校は、毎年11月に市の教育委員会が主催

する音楽祭において、全校児童（第 1学年～第 6
学年）による合唱と合奏を披露している。それゆ
え、音楽アウトリーチにおけるワークショップが、
クラスや学年の垣根を越えた相互作用を生み出し
ている。

A　 音楽祭っていう目標で、絶対良い演奏が
したいとか、目標に向かって、やっぱそ
れに向かって皆でベクトルを統一して、
最後に指揮者のタクトに集中して高めて
いくっていうのはできますね。やっぱこ
う 3回全校練習をO先生にしてもらって、
やらにゃーいけん、やろうっていう気持
ちは高まったね。で、本番に強くなった。
本番に。講評が今回はすごく良くて、（中
略）全校でやったのに、大規模校の 6年
だけがやった合奏みたいな学校があった
んだって。うちなんですよ。後で講評で
書いてあったんですけど。それぐらいす
ごい演奏だったという評価をいただいた。
（中略）よその校長軍団からもすごいじゃ
んって言われて。

共通目標が集団に及ぼす意味については、前項
「（ 2） クラス内の相互作用」で確認したように、
全校児童で 1つの目標に向かって取り組んだ意義
は極めて大きいと考えられる。音楽アウトリーチ
を最大限に活用し、全校児童（異学年の集合体）
が音楽祭という目標に向かってモラール（士気）
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を高め、大きな成果をあげられたことが示唆され
ている。成し遂げた時に、集団凝集性（集団とし
てのまとまり）が高まり、集団として大きく飛躍
できたことで、音楽アウトリーチの成果を高く評
価していることがうかがえる。

2 ）クラス外の教職員との交流促進
A小学校では音楽祭に全校児童で取り組むこと
で、子どもとクラス外の教職員との相互作用にも
寄与している。

A　 表現しよう。表現しよう。それが先生た
ちからの感想で、「伝わったよ」とかある
じゃないですか、それでまた自分の自信
になって技能も高まっていくっていう相
乗効果があるねっていうのがあるので。
やっぱそういう面で、子どものできる感
が成長したんかな。

A　 合奏も良くなかったじゃないですか。で、
本番でやってすごく褒めてもらって、い
ろんな学校の先生たちから褒めてもらっ
て、親から褒めてもらって。

ここでA校長は、クラス外の教職員、さらには
保護者が子どもたちの表現を受けとめて評価する
ことで、相互の心が交流するだけでなく、子ども
たちの自信と技能がともに高まる相乗効果が生じ
ていることを指摘している。こうした現象を理解
する上で有用な枠組みを提供してくれるのが、動
機づけ研究で有名な自己決定理論（self-de ter mi na-
tion theory）である（Ryan & Deci, 2000）27）。こ
の理論では、人間には生理的欲求とは別に、 3つ
の心理的欲求、すなわち、①有能さへの欲求（need 
for competence：環境と効果的に関わりながら自
分に能力や才能があることを示そうとする傾向
性）、②自律性への欲求（need for autonomy：行
為を自ら決定して起こそうとする傾向性）、③関係
性への欲求（need for relatedness：他者やコミュ
ニティと関わろうとする傾向性）が生得的に備わ
っていると特定している。そして、これらの心理
的欲求がすべて成長と人格的統合に向けての生得

的な傾向性であり、 3つの欲求が同時に満たされ
る条件のもとで人は意欲的になり、パーソナリテ
ィが統合的（認知的・人格的・社会的）に発達し
ていくのに対し、満たされないと意欲や心理的な
健康が損なわれると主張されている（鹿毛, 2004, 
2013;西村, 2019）28）29）30）。
この 3つの欲求と音楽アウトリーチの効果の対

応関係をみると、有能さへの欲求については、新
たな知識・技能、あるいは思考力・判断力・表現
力等を獲得して上達し、自信が形成されていくこ
とに関わってくる（A校長のいう「できる感」も
この有能さへの欲求に対応する）。また、自律性へ
の欲求は、音楽への興味が深まったり授業外でも
自主的に練習することに関わってくる。 3つ目の
関係性への欲求が、クラスメートと合奏や合唱で
一体感を感じたり、学校の教職員や保護者からほ
められることに関係する。つまり、子どもたちが
自ら進んで取り組んだ音楽表現活動が本番で成功
し（自律性と有能さへの欲求に関係）、子ども同士
で喜びを共有したり学校の先生や親からほめられ
ること（関係性への欲求に関係）は、 3つの心理
的欲求を同時に満たすものとなっている。そして、
合奏や合唱によってクラスや学校の雰囲気が良好
になっていくというのも、この 3つの心理的欲求
が充足された結果としてもとらえられよう。

3 ）学校風土の変化
このように学校内の様々な相互作用が活性化す

ることによって、学校風土が変容していく可能性
を秘めている。次の言葉は、音楽アウトリーチと
音楽祭によって学校風土を変容させ、学校の教育
目標の達成を企図していることをうかがわせる。

A　 この文化芸術活動って、自分たちが期待
してる力っていうのは、うちの学校の教
育目標を達成するために、 2つの力、人
間力・協創力の向上というのが出てるん
ですけど。

I　 人間力と協創力。
A　 協力の協に創造するの創。これの向上に
非常に役立つと思って、人間力はやっぱ
こう本物から学び、本物を学ぶっちゅう
ことで。やっぱり一人の人間として上を
目指そうとかね、高まろうとか、それと
か頑張るとか、いろんな人間としての力
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を。

A小学校の教育目標を達成するための 2つの力
として「人間力」「協創力」の向上が挙げられ、音
楽アウトリーチがそれらの向上に貢献できると評
価している。このようにA校長は、学校目標を達
成するための手段として、音楽アウトリーチを積
極的に活用しているのである。
また実際に、学校外の教育関係者からも音楽祭
後に学校が「落ち着いている」「ぎすぎすしていな
い」といった評価を受けている。

A　 1 年の中で県教委が 2回訪問するんです
けど、全部学校を見に行くんですよ。学
校の状態がどうなのか。教職員の様子は
どうなのか。（中略）で、見たらわかりま
すよね。全部の学校回るわけだから。今
年初めてです、ほんとに今年。この秋に
音楽祭の後に来たんですよ。「本当に落ち
着いちょるね」って子どもが。（この地
区）の子どもがね、落ち着いてる。（中
略）本当にお互いの音を確認しながら、
みんなで良いものを作っていこうという
ことを 2ヶ月やって成果が出たんじゃな
いかなあと思って。ぎすぎすしてないっ
て言うんですよ。

これに続けてA校長は、学校が落ち着いた要因
を次のように分析している。

A　 これ 2ケ月を、知らないうちにそういう、
何ていうんですか。やっぱお互いを大事
にしなきゃいけんとか、そういう気持ち
が自然とついたんかなあと思ってですね。

I　 思いやりとか。
A　 そう。
I　 お互いに他人を尊重する。
A　 そうなんですよ。それが、年 2回しか来
ない人が見て、感じたっていうんだから、
原因はそこかなっていう。日々、毎日練
習するじゃないですか、最低 1回は。そ
んな感じで、本当に相手を思う力、自分
を伝える力、ていうのが自然に音楽を通

してついたのかなあっていう有り難さを
感じております。

つまり、学校の風土に良好な変容をもたらした
要因について、音楽祭に向けて学習する中で、「相
手を思う力」「自分を伝える力」が自然に身につい
たというのである。自己決定理論の提唱者のDeci
も、「真の自己は自律性と関係性の両傾向を備えて
いるため、よく発達した自己にもとづいてふるま
う人は、他者とその環境に対して前向きの姿勢を
とるのと同様に、他者を受容し、その環境を尊重
する」と述べており（Deci & Flaste, 1995）31）、合
奏を通して 3つの心理的欲求をバランスよく満た
された子どもたちは、自分を発揮すると同時に他
者を尊重する姿勢を形成し、それが良好な学校風
土につながったと考えることができよう。

（ 4）　家庭・地域との相互作用
1）子どもと保護者のコミュニケーション促進
音楽アウトリーチの影響は学校内にとどまらな

い。A校長は子どもと保護者とのコミュニケーシ
ョンを促進することを次のように指摘している。

A　 家でのコミュニケーションが出来るんで
すよ。親子の会話がね。

I　 そこにまたコミュニケーションが生まれ
るわけですね。

A　 家の中で晩御飯食べながら、こんなこと
したんよとか、しゃべるじゃないですか。

I　 ええ。
A　 親子の心の懸け橋になってるなっていう
のはあります。

I　 はあー、そこだけじゃないんですね。
A　 家でしゃべる。
I　 出来事をしゃべる。
A　 しゃべる。それで特に低学年は鍵盤ハー
モニカをかならず持って帰ったので、あ
の次の日の。で、家で弾いて見せるわけ
ですよ。そんなら、親子でのまた練習に
もなって、「そんなこと出来るん。」とか
言いながら、これは、

I　 コミュニケーションが生まれる。
A　 親子で話ができるので、心も豊かになり
ますよね。
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I　 そうですね。
A　 ええ。何かそういう感じで、やっぱこの
プロに学ぶっちゅうのは、家での心も豊
かになる。コミュニケーションも豊かに
なり、ご飯も美味しくなる。

I　 はい。
A　 で、親も「やってみ」とか言うから、弾
くとかね。

さらに親子のコミュニケーションが充実するこ
とで、心が豊かになるとも語っている。プロの演
奏を鑑賞したりプロから表現指導を受けたりする
ことは、子どもにとっては普段の学校生活にはな
い特別なこととなり、家庭内でのコミュニケーシ
ョンを促進させるのである。このように体験談や
感想を家族と親密に語り合うことは、文部科学省
（2018）10）の新学習指導要領で重視されるようにな
った「言語活動の充実」を促進している点におい
ても重要な意味をもつ。
また、低学年の子どもが家で保護者と一緒に鍵
盤ハーモニカを練習していたように、音楽の学習
において、特に学習初期段階にある子どもは親か
らのサポートが重要な役割を果たすことが指摘さ
れている（Barry & Hallam, 2002）16）。保護者の熱心
な興味は、子どもの自信、動機づけ、持続性を蓄積
させ（McPherson, Nielsen, & Renwick, 2013）15）、
子どもの音楽学習活動を促進させる点においても
極めて重要なのである。
ここでA校長は、親子の「コミュニケーション
も豊かになり、ご飯も美味しくなる」と語ってい
るが、これも自己決定理論から解釈することがで
きる。すなわち、食事場面で子どもにとって自分
が興味を持ってできるようになったこと（自律性
と有能さへの欲求）を親にほめられる（関係性へ
の欲求）ということは、 3つの心理的欲求と同時
に生理的欲求（食欲）も満たされることを意味し
ている。さらに、これが家族の至福の時間として
子どもの心に刻まれ、まさに心が豊かになること
につながっていくととらえられよう。

2 ）学校と家庭・地域との連携強化
音楽アウトリーチが、子どもと保護者間だけで
なく、学校と保護者間のコミュニケーションの機
会となっていることも指摘されている。

A　 親からいろんな反応があって、芸術活動
の後は。子どもがやっぱ家でしゃべって
るんだろうなと思って。

I　 ああそうですか。
A　 「先生、昨日子どもがね、すげー喜んじゃ
ったよ。」とか「〇〇が楽しかったよ。」
とか、帰ってしゃべってる。で、良いか
なというのと。あとこっちが今回努力し
たのは、O先生が来られる 2日前には、
O先生が来られるので見に来ませんかっ
ていうメールを流すと、家での会話があ
る。

ここで特筆すべきは、学校と保護者とのコミュ
ニケーションは自然に発生したものではなく、A
校長の意図的なアプローチの結果にあるという点
である。A校長は学校と家庭・地域とをつなぐた
めに音楽アウトリーチを意図的に活用し、電子メ
ールで家庭に情報配信をするなど率先して仕掛け
ていることが確認できる。これによって、音楽祭
などの学校行事の教育的機能（河本, 2012）32）を高
めるだけでなく、学校と家庭・地域との連携強化
にもつながっているのである。
先にも引用した次のコメントからも、A校長が

音楽祭のタイミングを意図的に活用していること
がうかがえる。

I　 ということは、やはりその音楽祭がある
からこそやっぱり、タイミングが

A　 目的があるから、文化芸術活動を音楽祭
の前に持ってくるという価値はすっごく
高いと思いますよ。

音楽アウトリーチはやみくもに実施すれば効果
があるというものではなく（梶田, 2010）33）、学校
側の主体性や能動性がその効果に深く関与してい
るのである。その帰結として、ドラマのような場
面にまで至っている。

A　 親が終わってからも帰らず、バスがみん
なで見送りやったんですよ、出待ちして
くれて。
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I　 ヒーローじゃないですか。
A　 そうそう、子どもたちもね、やっぱ、親
も感動した。

I　 親は平日でもちゃんと、
A　 全員ほとんど。

このように多くの家庭を巻き込んだ行事になる
ことで、学校と家庭・地域との連携を深めている
ことがうかがえる。
従来、音楽アウトリーチの問題点として、専門家
が自分のやり方を一方的に押しつけたり、教師が
音楽家に丸投げしたりなど（城間・茂呂, 2007）34）、
実施主体から学校へ一方通行となっている方向性や
学校の受け身の姿勢（梶田, 2010;吉本, 2013）33）3）

が指摘されてきた。これに対してA校長は、音楽
アウトリーチがより高い効果を発揮できるように
音楽家と綿密に対話を深めながら、学校内外に積
極的に働きかけている点も、その成功要因として
指摘できる。

3 ）地域の文化レベルの向上
A校長は、音楽アウトリーチの効果が学校内に
とどまらず、子どもが育つ地域の文化レベル向上
にもつながっていくと指摘している。

A　 自分の本心はですよ、本物に学ばにゃい
けん、本物を学ばないといけんって、子
どもに言うんですよ、教員にも。（中略）
あとは、こんな田舎の学校に来てもらえ
るっていうのは、超有り難いです。機会
がないので。ホールも無い。無いですよ
ね。

音楽アウトリーチは、特に地方の学校にとって
は、本物に触れる貴重な機会になり得ると高く評
価している。
さらに、音楽アウトリーチの実践の場として、

「学校」という公教育の場で行う意味についても次
のように述べている。

I　 学校でやることにすごく意味があります
ね。

A　 意味がある。そう。

I　 学校がやるっていうことが。これがその
地域の文化会館がやったところで、

A　 行かないんだから。
I　 そこに来てくれないんだったら、やった
って意味がないですよね。

A　 去年うち、学習発表会でO先生にやって
もらったじゃないですか。

I　 はい。
A　 ああいう音を、地域の人とか親が聞くこ
とも本当にない。

I　 聞きたくても無いってことですかね。機
会がない。

A　 機会もないし、聴きに行こうとも思わな
い。そういう機会がないから。

I　 知らないからね。
A　 知らないから。良さを。
I　 良いってことを。
A　 良さを知らないんで。無理矢理でもこう
いう地域は与えないといけないかなって。

I　 機会を与える。
A　 与える。それが文化芸術活動の 1つなの
かなって思って。田舎は特に必要だなあ
って思います。で、これでまた子どもの
親も良いなあっと思って、一人でも二人
でも行こうって子どもが、家が増えれば、
士気も高まっていきますよね。

地方では、都市部に比べると音楽演奏会の公演
数が少ない。さらに、たとえ開催されたとしても、
子どもがそれを享受できるかは保護者次第である。
それゆえ、学校という誰もが平等に教育を受けら
れる場で音楽アウトリーチを実施することに大き
な意義が存在し、地域の文化を支える貴重な資源
の 1つとなっていることが示唆されている。

（ 5）　音楽アウトリーチの継続性の意義
調査内容②「音楽アウトリーチ全般に対する学

校長の意識」については、効果そのものではなく、
音楽アウトリーチのあり方に関わる内容である。
従来の研究においても、アウトリーチは単発的

なプログラムよりも継続的なプログラムがその効
果を高めるとくり返し指摘されており（林, 2013;
（財）地域創造, 2010）35） 5）、A校長も継続性の意
義を次のように語っている。
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A　 本当こういう活動は単年じゃなくて継続
ですね。

I　 継続ですね。
A　 継続が大事と思います。
I　 継続するからこそ、先生がおっしゃる信
頼感。

A　 そう、信頼関係と、本当に子どもが予想
して楽しめるというか。見通しを持って
音楽、この芸術活動に臨むのと、全然知
らんでいくのと、やっぱこう深まりが違
うじゃないですか。子どもが期待感を持
って、きっとこれがあるんじゃないかな
あって思って音楽室に入るので、違うん
ですよ。（中略）それやっぱ一度やってな
いとわからないと思いますよ。子ども見
ちょって分かりました。 2年目だからこ
そというのが、ようわかりました。 2年
目だからこそ。

音楽アウトリーチを継続することで子どもたち
と講師との間に「信頼関係」が構築されるととも
に、参加する際の心構えにも影響することが示唆
されている。

A　 O先生に 1年 2年と続けてやってもらう
ことで、信頼しているんですよ、子ども
が。（中略）

A　 今年やっぱ 2年目で、去年すごく上手く
いって、歌えなかった人たちが、「大切な
もの」（筆者注：曲名）が良くなっている
ことと、あのね、合奏も良くなかったじ
ゃないですか。で、本番でやってすごく
褒めてもらって、いろんな学校の先生た
ちから褒めてもらって、親から褒めても
らって。そういう信頼できる先生に教え
てもらえるっていうことで、やっぱね、
信頼関係が大きいのかなあっと思って、
O先生との。（中略）自分が本当に出来た
っていう充実感、有用感。それがやっぱ
1年間残っちょるんだなって、子どもの
中に。じゃけーO先生が前に立たれただ
けで変わるんですよ。

信頼できる講師（音楽専門家）と再会すること
で、子どもたちが過去の成功体験をもとに、さら
なる向上を期待し、音楽に対して意欲的に取り組
む姿勢として表れていると考えられる。

4 ．まとめと今後の課題
本研究では、音楽アウトリーチが子どもに及ぼ

す効果ついて、学校長 1名の面接データをもとに
検討した。その結果、音楽アウトリーチが子ども
個人だけでなく、クラス集団や学校全体、さらに
は学校と地域社会の連携といった学校外にまで
様々な肯定的な影響をもたらしていることが示唆
された。
また、従来指摘されてきた音楽アウトリーチの

学習指導要領における位置づけの問題（伊志嶺, 
2018）4）についても、次の 2点から音楽科の授業
として十分に成立する教育的意義が確認された。
① 音楽的アウトリーチには音楽科の 3つの資
質・能力すべてにわたって効果がみられるだ
けでなく、その後の音楽科の授業にも肯定的
な影響がみられる。

② 音楽アウトリーチが子ども同士の相互作用を
促進し、学級風土の変容にもつながる性質を
備えているため、「主体的・対話的で深い学
び」の観点からも高く評価できる。

一方で、音楽アウトリーチをやみくもに実施す
ればよいのではなく、学校側の主体性や能動的な
働きかけが重要であることも示唆された。たとえ
ば音楽家に一任するのではなく、学校長が自ら率
先して様々な学校行事と有機的に結びつけていく
ことが、その効果をより高めるために極めて重要
であると考えられる。林（2013）35）が指摘するよう
に、教師の工夫ひとつでアウトリーチの充実度が
変わってくるのである。
本研究の限界と課題については 4点挙げられる。

まず 1点目は、成功した単一事例のみに焦点をあ
てていることである。A校長は音楽アウトリーチ
を前任校において経験し、活用方法を熟知した上
でA小学校に導入・継続するとともに、自身でも
主体的に様々な働きかけをおこなっている。これ
までに全く音楽アウトリーチを導入していない学
校や、期待した効果が得られなかった事例など、
多様な事例について検討する必要がある。
　 2点目に、過疎地の小規模校を対象にしている
ことである。全校児童数が中規模・大規模校の 1
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クラス分にも満たないため、学校全体がコンパク
トにまとまりやすく、知見の一般化には一定の限
界がある。そこで、中規模・大規模校を対象にし
た知見と比較し、それぞれの個別性と共通性につ
いて検討する必要がある。
　 3点目に、小学校の音楽祭に向けての取り組み
のみを対象としていることである。たとえば中学
校におけるクラス対抗の合唱コンクールなどの学
校行事、吹奏楽コンクールなどの学外イベントな
ど、多様なゴールに向けた取り組みを通して集団
が変容していくプロセスやメカニズムについても
検討が必要である。
　 4点目に、本研究では音楽アウトリーチの講師
のはたらきかけについては、ほとんど触れていな
い。講師のはたらきかけが子どもの動機づけや子
ども集団のグループダイナミクスに大きく関係し
ていると考えられることから、講師と子どもとの
間で交わされる相互作用について詳細に検討する
ことで、さらなる知見が期待できる。
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